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1 -1 • 少人数学級の担任配置にみる交渉と権限移譲 志木市の25人程度学級






































































めている。年度末には， 120頁あまりの報告書（志木市教育委員会 2003) を刊
行した(12)。報告書の一部は，筆者の観察結果とあわせて次節で紹介する。この研
究会には，市教委関係者をはじめ，実施中の 5校から，校長・低学年担任の代表



































































































































































(Pinar et al. 1995, p. 5 下線部は原文イタリック）と指摘し，「カリキュラム開発
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よびアメリカ合衆国ではあまりそうではない」 (Marsh1997, p. 148) と。
近年 SBCDを論じた文献によると， SBCDは学校教育における脱中央集権化の
ー変種である，と明言されている (ibid.,p. 145)。さらに，いくつかの国で SBCD






























































































(2003), 根津 (2003) を参照のこと。









(8) 2003. 8. 10の志木教育政策研究会における，金山氏の発言による。
(9) 2002.8.29のA校長への聴きとりによる。
(10) こうした市長ならびに市教委による諸決定は，必ずしも入念な下準備を経て行われた
わけではなかったという現場教員からの批判もある（清水 2002, 29頁，大沼・ 三浦
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